
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

氏f'，（仏
よ

災凋の氏

事業行のＦたる

災

ilZl該当する□には、レ印を犯人してください。特定J1喫背以外のＦＩＩ巣将の方はし印のill｣人は不要です。

２「基１１１Kｲl:度」とは計iiiiilU11Illの前年度を、「目標年度」とは計画IIjlIlI1の般終年度を、「柵告年度」とは計画期間のうち、今回報ｉｌｒの対象となる年度をいいます。
３「PIF業所等排出区分」とは京部府内の111業所等のﾘﾄﾞ業活iiﾉﾘのためのエネルギーの使川に伴い苑J1：する温室効果ガスを、「輸送DII両排lHIK分」とは!]動'1i迎送1【集荷についてはMUnの本拠の位WlをWilj府IAUとする
巾両の排１１Ｉする温室効果ガスを、鉄道１F駕瀞については係/『する街物IluIWii又は旅容０１〔iiliiの排１１ＩするiM室効果ガスを、「その他|#lⅡⅨ分」とは12妃以外のj;1【郁府内における！【業所等のり『業活動に伴い発生するin室効果ガスをいいます。

‘Ｉ「原１１(位uiたりのiM鑓効果ガス排１１}肚辮」の「jll途１Ｋ分」には、○○'二場、plI務所などの用途をIid入してください。「原Ⅱi位の＃7機」には、分ｆの「二鹸化炭紫換算」の下に分母となる桁標（生産数1ｉｆ延べ床而補、走行距離等）を犯人してください。

５「その他の地球温暖化対策によるiM室効果ガスの､Ｉ減hd瀞」のうち「森林の保全及び整備」の「l]標ｲIﾐ度（計圃）」柵にはiihIWl0111I1【'１の目標の梁I汁を、「報告年度（実績）」欄には実績の累i汁を記入してください。

６「特記ﾘﾄﾞｴ｢i」には、１１成２ｲ|鳶度（１９９()年度）を｣`Ｗ１としたljl1Ⅱllitの対比や、17エネ製品1Ⅱ1発など他者のⅢil数効果ガスljl:}ⅡＨ１減への画献、グリーン調途の採Ⅱ]、特定フロンなどの条例擶定外の温室効果ガスの１１１１減などをin1入してください。

所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都市伏見区下鳥羽東芹川町54番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

京都第一交通株式会社代表取締役梅本仲

事業者の主たる

業種 道路旅客運送業

該当する事業者
要件 ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

鰺繍樗i篇iiiYii化対策条例施行規則第'0条第２号又は第３号該当識者(大規模迎送事業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ'00台以上/ﾀｸｼｰ'50台以上/鉄道
r‘ 
京都府地球温暖化対策条例施行規ﾛﾘ第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 千一lJX,‘Ｕ]ＥＦ４日
戸、‐

干成Zij牛ijﾉ］

基本方

第一交通産業グループ環境方針を基本方針とする。

推進体制

社長をトップとした体制により、環境問題に対する意識の|(１｣二と徹底を図り、排1Ｍt削減に１，けた取組を推進する。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

設備、対象、工程等

本礼 、 営業所

本*’ 、 営業所

本椛Ｉ 、 営業所

措置内容

歪i洞、｝漁り]の､11止官｣し111、i1IlII1I嚇人時のアイドリングストップjlIの導入、およびエコドライブの実施

|可上

|可」二

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実紙に対する自己評価

基準年度（実紙）

(１９）年度
(二鹸化炭素換算）

目標年度（計ii1ji）

(22）年度
(二酸化炭素換F1〔）

噸減率

(計Ⅲi）

報告年度（実績）

(22）年度
(二酸化炭素換算）

増減率

(実績）

271.0ｔ 261.0ｔ －３．７％ 154.7ｔ -42.9％ 

21643.0ｔ 2,548.0ｔ -3.6％ Ｌ942.4ｔ -26.5％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊1 ２，９１４０ｔ ＊２ 2,809.0ｔ -3.6％ ＊‘Ｉ 2,097」ｔ -28.0％ 

計lIulおよび前年より大幅にiljU減しているがその原因は、エコドライブの実践ならびにIlz両数の減少により便H]燃料の減
少に伴うものであり、削減努力は尚必要である。

原単位当たりの

温室効果ガス排
11}鼠等

用途区分 原単位の指標

事業所 二酸化炭素換算
（延床面積）

輸送'１[両 二酸化炭素換算
（走行キロ）

二酸化炭素換算

実績に対する|当l己評価

基準年度（実紙） 目標年度（計imi） 増減率（計画） 報告年度（実績） 蝋減率（実紙）

0.O80I-CO2/rTi 0.073［-CO2/rTf -8.8％ 0.044I-CO2/㎡ -45.0％ 

O333kg-CO2/k、 0.321ｋｇ－CO2/k、 -3.6％ O334kg-CO2/k、 0.3 

％ 路

事業Iｿ｢尖紘の削減については、空調機の淵度管111の
わず燃践の悪化によるとlｲ剛|されるが、次年度は、

向｣二によるものであるが、輸送''1両における増加はIIiiiliiの代替を行
エコドライプの強化により目標のクリアを仁Ｉ指す。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
lijI減量等

対策等の区分

森林の保全及び終lWi

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力のllMi入

家庭における温室効果ガス排出
量のiIjﾘ減効果分の!！＃入

削減lTt等合計

目標年度（計iilji）
取組戯需 (二酸化炭素換算）

(擬Illimi欄） hａ (吸収Ht） ｔ 

(利lillH） rｎ１ (rI1減駄） ｔ 

(先触11t） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱|化給fit） GＪ (NII減歴） ｔ 

(1M入it） l(wｈ (1111滅肚） ｔ 

(購入１１t） ｔ (lOlII減駄） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組lil等 (二酸化炭素換算）

(鞭iii而稲） hａ (吸収量） ｔ 

(利ＩⅡ壁） ｎＴ (rlII減量） ［ 

(充電量） kwｈ (削減鼠） ［ 

供給量） GＪ (削減量） ｔ 

<Ｍ１入量） kwｈ (削減量〉 ｔ 

(鯛人量） ｔ (削減量） ｔ 

＊５ 
［ 

差リ|排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実紬）

＊１ ２，９１４０ｔ 

目標年度（;IⅢi）

㈹2Ｈ':'’2,809.0ｔ

切減率（計、

-3.6％ 

報告年度（実績）

いＩ１－(05） 2,097.1ｔ 

増減率（実績）

-28.0％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

地球温暖化対策等の案内掲示物を、ilWi送車両の後部ウインドウ等に掲示を行い啓発する。

特記事項


